（要旨様式）着手中間発表の要旨の書式に準拠すること．
（要旨記載例）　　　卒業論文要旨の記載書式に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金谷研究室　　0312099　　山田太朗

１．背景・論点

　環境問題の解決において，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である1), 2), 3)．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○が本研究の論点である．

２．研究の目的・意義

　そこで本研究では，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的1とし，○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的2とする．

本研究の意義は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である．

３．研究方法

　研究の目的を次のような方法で達成する．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

４．結果及び考察
(1)○○について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

その結果を図1に示す．図1から，・・・・・ということがわかり，目的1を達成する上で，・・・であると言える．


[image: image1]
　　　　　図1　○○の○○との関係

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を表1に示す．表1から，・・・・・ということがわかり，目的１を達成する上で，・・・・であると言える．

　　　　　表1　○○についての比較表


[image: image2]
(2)△△について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を図2に示す．図2から，・・・・・ということがわかり，目的2を達成する上で，・・・であると言える．

[image: image3.emf]
　　　　　図2　○○の推移

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を表2に示す．表2から，・・・・・ということがわかり，目的2を達成する上で，・・・・であると言える．

　　　　表2　○○についての推移の比較表

[image: image4.emf]
(3)□□について

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．その結果を図3に示す．図3から，・・・ということがわかり，これはこれまでの知見4), 5), 6)から，目的2を達成する上で，・・・であると言える．

[image: image5.emf]
図3　○□の推移

５．結論
　調査の結果，以下のことが明らかになった．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
　つまり，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○である．
今後の課題として○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○だろう．
６．参考文献
1) 日高俊隆：文献の引用に関する研究，文献図書科学，36(11)，pp.225-229（1930）

  2) 読売新聞（滋賀），2001-02-07 朝刊17面

  3) 日高俊隆：文献の利用法，pp.229-233，県大出版会（1999）
4) 地球環境パートナーシッププラザ：生物多様性条約COP10報告会

＜http://www.geoc.jp/partnership/domestic/cop10.html＞，2010-11-12
5) 井手慎司 <ide@ses.usp.ac.jp>：RE: 質問，2010-12-08，ECOメーリングリスト

　6) 平凡社百科大事典，平凡社（1990）

要旨の書き方の基準

＜最初の書式設定＞

　＊ MS-Wordで，まず次の設定にする．

　　　　　・段組　　　　　　1段（デフォルト）

　　　・字体・サイズ　　MS明朝＋Times New Roman，10 pt

　　　　　・文字数・行数　　48文字×50行，字送り10 pt，行送り14.55 pt

・余白　　　　　　上下左右とも20 mm

・本文　　　　　　行間１行（デフォルト）

・ページ番号　　　つけない

　　＜要旨全体の注意＞

＊英数字は半角とする（後出の大項目の項目番号のみ全角）．

＊句読点は，「．」と「，」（全角）を用いる．

＊提出前に必ずモノクロ（白黒）で印刷し，判読できない箇所（図表含む）がないことを確認すること（カラーなら判読できるが，モノクロ印刷では判読できない場合があるので）．

　　＜タイトルと氏名等の書式＞

　　　＊1行目の中央に，タイトル（MSゴシック＋Arial，12 pt）
　　　　副題は改行し，タイトルの次の行から（MSゴシック＋Arial，11 pt）
＊2行目に右寄せで　研究室名・学籍番号・氏名（MS明朝，10 pt）を記載．

＊1行あける．　

＜本文の書式設定＞

　　　＊段組を2段に変更（境界線は引かない）．このとき，

　　　　　・文字数・行数　23文字×50行，字送り10 pt，行送り14.55 pt　とする．

　　　＊本文は，2段組で記述する（段の幅23.03字，間隔2.13字）．

　　　＊以下，次の大項目の順番に記載

　　　　　１．背景・論点
　　　　　２．研究の目的・意義
　　　　　３．研究方法
　　　　　４．現在までの進捗状況
　　　　　５．今後の予定
　　　　　６．参考文献
　　　＊大項目は10 ptのMSゴシック＋Arial，項目番号は全角にして，直前を1行あける．

＊中項目が必要な場合は，(1)，(2)，(3)などとし，さらに少項目が必要なら，1)，2)，3)などとする．ともに10 ptのMSゴシック＋Arialにする．

＊図表は次のように記載する．

　　　　　・前後を1行あける（本文との区別明確にするため）

　　　　　・キャプション（図表タイトル）は，表は上につけ，図は下につける．

　　　　　・キャプションの図表番号は，図1，図2，表1，表2と，9 ptのMSゴシック＋Arialにする．

　　　　　・キャプションの本文は，9 ptのMS明朝＋Times New Romanにし，本文と切り離してもそれだけで意味が通じるようなものにすること．

　　　　　・図表の大きさは，2段組か1段組のどちらかとする（1段組にした場合に，余白に本文を記載しない）．

　　＊参考文献の引用について

本文中の引用箇所の右肩に右片括弧つき数字で1/4角により引用文献番号を表示すること．

　　　　例：　文献の引用を記した様式1), 2), 3) についてはいろいろなものが……
引用文献リストは「６．参考文献」に，9 ptの MS明朝＋Times New Romanで記載すること．形式は，次のようにする．

雑誌
　引用番号　著者名：引用論文表題，掲載誌名，巻（号），ページ（発行年）

例　　　　1）日高俊隆：文献の引用に関する研究，文献図書科学，36(11)，pp.225-229（1930）

2）T. Hidaka: Referring References, Book Sciences, 28(4), pp.1305-1309（1945）
注意）共著者が2名のときは2名を「，」区切りで記し，3名以上のときは第一著者名・他，または"Author et al."と記載する（著者名に関しては以下，同様）．またページは単数ページの引用が "p.220"，複数ページの引用が "pp.220-223"．

単行本
引用番号　著者名：書名，引用ページ，発行所（発行年）

例　　　 3）日高俊隆：文献の利用法，pp.229-233，県大出版会（1999）

       4）T. Hidaka: How to Use References, pp.215-219, Academic Press（1998）

編書論文　 引用番号　著者名：引用論文表題，編者名編：書名，引用ページ，発行所（発行年）
例　　　 5）舩橋晴俊：環境問題の未来と社会変動，舩橋晴俊・飯島伸子編：講座社会学 12 環境，pp.191-224，東京大学出版会（1998）
事典類
引用番号　書名，発行所（発行年）

例　　　 6）平凡社百科大事典，平凡社（1990）

新聞記事　引用番号　新聞社名（支社），日付 第何面

例
7）読売新聞（滋賀），2001-02-07 朝刊17面

私信等（手紙，電話，会話などで個人的に入手した情報の場合）　引用番号　相手名，日付，



種類（私信，電話，会話など）
例　　　 8）井手慎司，1998-12-08，電話
Webサイト　引用番号　サイト運営（作成）者名：ページ（記事）タイトル <URL>，情報入手日

例
9）地球環境パートナーシッププラザ：生物多様性条約COP10報告会


＜http://www.geoc.jp/partnership/domestic/cop10.html＞，2010-11-12
注意）URLには見にくいので下線はつけない．ページ（記事）タイトルとはhtmlの<title>に

相当するもので，ブラウザのタブ上部に表示される．
電子メール　引用番号　差出人名 <差出人の電子メールアドレス>：Subject，日付，


種類（私信，メーリングリスト，公式文書など）

例
　　　　10）井手慎司 <ide@ses.usp.ac.jp>：RE: 質問，2010-12-08，



ECOメーリングリスト
タイトルは12 ptのMSゴシック＋Arial、副題は改行し, タイトルの次の行から11 ptのMSゴシック＋Arial





研究室・学籍番号・氏名は2行目に右寄せで10 ptのMS明朝＋Times New Roman








要旨本文は10 ptのMS明朝＋Times New Roman





節項タイトルは10 ptのMSゴシック＋Arial





本文中の図表番号は10 ptのMSゴシック＋Arial





フォント指定


１．タイトル：12 ptのMSゴシック＋Arial．副題は11 ptのMSゴシック＋Arial．


２．研究室・学籍番号・氏名：10 ptのMS明朝＋Times New Roman．


３．節項タイトル：10 ptのMSゴシック＋Arial．


４．本文：10 ptのMS明朝＋Times New Roman．


５．本文中の図表番号：10 ptのMSゴシック＋Arial．


６．キャプション図表番号：9 ptのMSゴシック＋Arial．


７．キャプション本文：9 ptのMS明朝＋Times New Roman．


８．参考文献：9 ptのMS明朝＋Times New Roman．





キャプションの図表番号は9 ptのMSゴシック＋Arial，キャプション本文は9 ptのMS明朝＋Times New Roman 





書式指定


１．余白：上下左右各20 mm．


２．文字数：23字，字送り10 pt．


３．行数：50行，行送り14.55 pt．


４．本文は2段組：段の幅23.03字，間隔2.13字．


５．本文：行間1行．


６．句読点は「．」「，」で統一．





参考文献は9 ptのMS明朝＋Times New Roman








1

